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数学Ⅰ 第２章 集合と命題 

 

 １限目 Ｐ５０～Ｐ５２ 集合（１） 

 ２限目 Ｐ５３～Ｐ５５ 集合（２）ド・モルガンの法則 

 ３限目 Ｐ５６～Ｐ５８ 命題と条件 

 ４限目 Ｐ５９～Ｐ６１ 必要条件と十分条件 

 ５限目 Ｐ６２～Ｐ６３ 命題の逆・対偶・裏 

 ６限目 Ｐ６４～Ｐ６５ 命題と証明 

 ７限目 Ｐ６６     2 が無理数であることの証明 

 ８限目 Ｐ６７     補充問題 

 ９限目 Ｐ６８     章末問題Ａ・Ｂ 
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第２章 集合と命題 練習問題 解答 

 

練習１ 正の奇数全体の集合をＡとすると， 

（１）５∈Ａ       （２）６∈Ａ      （３）－３∈Ａ 

練習２ 

（１）１２の正の約数全体の集合Ａは 

       Ａ＝{１，２，３，４，６，１２} 

（２）３０以下の正の奇数全体の集合Ｂは 

       Ｂ＝{１，３，５，７，９，１１，１３，１５，１７，１９，２１，２３，２５，２７，２９} 
 

練習３ 

（１）Ａ＝{ x | x  は２０以下の３の正の倍数} 

    ＝{３，６，９，１２，１５，１８} 

（２）Ｂ＝{ 12 +n | n ＝０，１，２，３，…… } 

    ＝{１，３，５，７，…… } 
 

練習４ 

（１）Ａ＝{１，２，４，８}，Ｂ＝{１，２，３，４，５，６，７，８} のとき， 

   Ａ⊂Ｂ 

（２）Ｃ＝{１，２，５，１０}，１０の正の約数全体の集合Ｄ のとき， 

   Ｃ＝Ｄ 

（３）Ｐ＝{ x | x  は１２以下の自然数}，Ｑ＝{ x | x  は１２の正の約数} のとき， 

   Ｐ⊃Ｑ 
 

練習５ 

（１）{１，２} の部分集合は，φ，{１}，{２}，{１，２} 

（２）{ a ，b ， c } の部分集合は，φ，{ a }，{b }，{ c }，{ a ，b }，{b ， c }，{ a ， c }，{ a ，b ， c } 

 

練習６ Ａ＝{１，２，３，４，５，６，７}，Ｂ＝{２，４，６，８}，Ｃ＝{１，３} のとき， 

（１）Ａ∩Ｂ＝{２，４，６} 

（２）Ａ∪Ｂ＝{１，２，３，４，５，６，７，８} 

（３）Ｂ∩Ｃ＝φ 

（４）Ｂ∪Ｃ＝{１，２，３，４，６，８} 
 

練習７ Ａ＝{ x |０＜ x ＜２， x  は実数}，Ｂ＝{ x |１≦ x ≦４， x  は実数} のとき， 

（１）Ａ∩Ｂ＝{ x |１≦ x ＜２， x  は実数} 

（２）Ａ∪Ｂ＝{ x |０＜ x ≦４， x  は実数} 
 

練習８ Ｕ＝{１，２，３，４，５，６}，Ａ＝{１，２，３}，Ｂ＝{３，６} のとき， 

（１）B ＝{１，２，４，５}  

（２） BA ＝{１，２，４，５，６} 

（３） BA ＝{４，５}          ← BA ＝ BA  である。 
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（４） BA ＝{１，２，４，５，６}    ← BA ＝ BA  である。 

（５） BA ＝{６} 

（６） BA ＝{１，２} 
 

練習９ 省略 
  
重要  ﾄﾞ･モルガンの法則     BA  ＝ A ∩B       BA  ＝ A ∪B  

                      

 

研究 練習１ Ａ＝{１，２，３，６}，Ｂ＝{３，６，９，１２}，Ｂ＝{２，４，６，８，１０，１２} のとき， 

  Ａ∩Ｂ∩Ｃ＝{６} 

  Ａ∪Ｂ∪Ｃ＝{１，２，３，４，６，８，９，１０，１２} 

練習１０ 

（１）「実数－１について 
2)1(− ≧０ である。」 は 真 

（２）「実数－３について 
2)3(− ＝－３ である。」 は 偽 

（３）「正三角形は二等辺三角形である。」 は 真 

   （正三角形は二等辺三角形の条件を満たしている。つまり，正三角形 ⇒ 二等辺三角形） 

練習１１ 

（１）「 x ＝２ のとき x ≧１」 は 真 

（２）「 x ＝－１ のとき x ≧１」 は 偽 

（３）「 x ＝ 3  のとき x ≧１」 は 真 

練習１２ 

（１） p ： x ≦２ ⇒ q ： x ≦４ は 真 

（２）自然数m  について， 

   p ：m  は１２の正の約数 ⇒ q ：m  は２４の正の約数 は 真 

練習１３ 

   p ：n  は素数 ⇒ q ：n  は奇数 は 偽 

   反例：n ＝２ は素数であるが，奇数ではない。 

練習１４ 

（１） p ：a ＞１ ⇒ q ：a ＞０ であるから， 

   a ＞１ は a ＞０ であるための十分条件 である。 

（２） p ：n  は３の倍数 ⇐ q ：n ＝９ であるから， 

   n  が３の倍数であることは n ＝９であるための必要条件 である。 
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重要  必要条件・十分条件 

       ・ｐ⇒ｑ： ｐはｑであるための 十分条件 

・ｐ⇐ｑ： ｐはｑであるための 必要条件 

・ｐ⇔ｑ： ｐはｑであるための 必要十分条件 （ｐとｑは同値である） 
 

 
 
重要  必要条件と十分条件は，次のように考えると理解しやすい。 

        人間である ⇒ 動物である が成り立つとき， 

     ● 動物であることは，人間であるための必要条件 （最低限必要な条件と考える。） 

     ● 人間であることは，動物であるための十分条件 （十分に厳しい条件と考える。） 
 

 

練習１５ 

① p ： ca + ＝ cb +  ⇔ q ：a ＝b  

② p ：
2a ＝

2b  ⇐ q ：a ＝b  

③ p ： 2)( ba − ＝０ ⇔ q ： a ＝b  

よって，a ＝b  と同値な条件は，①，③ である。 

練習１６ 

（１） p ：四角形ＡＢＣＤは長方形 ⇒ q ：四角形ＡＢＣＤは対角線の長さが等しい であるから， 

   （等脚台形ＡＢＣＤは対角線の長さが等しいが，長方形ではない） 

   四角形ＡＢＣＤが長方形であることは，四角形ＡＢＣＤの対角線の長さが等しいための十分条件 

（２） p ：a ≧b  ⇔ q ： || ba − ＝ ba −  であるから， 

   a ≧b  は， || ba − ＝ ba − である ための必要十分条件 

（３） p ：積m n  が偶数 ⇐ q ：m  が偶数 であるから， 

   積m n  が偶数であることは，m  が偶数である ための必要条件 

練習１７ 

（１）条件「n  は偶数である」の否定は， 

   「n  は偶数でない」すなわち「n  は奇数である」 

（２）条件「n  は５より小さい」すなわち「n ＜５」の否定は， 

   「n  は５以上である」すなわち「n ≧５」 

練習１８ 

（１）条件「a ＞０ かつ b ＞０」の否定は， 

   「a ≦０ または b ≦０」 

（２）条件「a ＝０ または b ＝０」の否定は， 

   「a ≠０ かつ b ≠０」 

 
 

重要 条件の否定 条件 p ，q  について， 

       p かつq  の否定は， p またはq  （集合では， QP ＝ QP ） 

       p またはq  の否定は， p かつq  （集合では， QP ＝ QP ） 
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練習１９ 

（１）条件「a ，b  の少なくとも一方は有理数である」の否定は， 

   「a ，b  はともに無理数である」 

（２）条件「a ，b  はともに有理数である」の否定は， 

   「a ，b  の少なくとも一方は無理数である」 

練習２０ 

（１）命題：a ＞b  ⇒ ba − ＞０     真 

   逆 ： ba − ＞０ ⇒ a ＞b      真 

   裏 ：a ≦b  ⇒ ba − ≦０     真 

   対偶： ba − ≦０ ⇒ a ≦b      真 

（２）命題：a ＝０ ⇒ ba ＝０      真 

   逆 ： ba ＝０ ⇒ a ＝０      偽 

   裏 ：a ≠０ ⇒ ba ≠０      偽 

   対偶： ba ≠０ ⇒ a ≠０      真 

 
 

重要  命題   「ｐならば，ｑ」のとき， 

     命題の逆 「ｑならば，ｐ」 

     命題の裏 「ｐでないならば，ｑでない」 

     命題の対偶「ｑでないならば，ｐでない」 
 

● もとの命題が真でも，その逆が真とは限らない。 

● もとの命題の真偽と，その対偶の真偽は一致する。 
 

練習２１ 

（１）命題：m は４の倍数 ⇒ m は偶数     真 

   対偶：m は奇数 ⇒ m は４の倍数でない  真 

（２）命題：m ＋ n は偶数 ⇒ m は偶数 または n は偶数   偽 

   対偶：m ， n はともに奇数 ⇒ m ＋n は奇数      偽 

練習２２ 命題「
2n が奇数ならば，n は奇数である」を証明する。 

証明 対偶 「n が偶数ならば，
2n は偶数である」を証明する。 

    n が偶数のとき，n はある整数 k を用いて n ＝ k2  と表せる。 

    このとき，
2n ＝

24k  であるから，
2n は偶数である。 

    よって，対偶が真であるから，もとの命題も真である。 

練習２３ 2 が無理数であることを用いて，命題「 231+ は無理数である」を証明する。 

証明 背理法を用いて証明する。 

    231+ が有理数であると仮定すると，ある有理数 r  を用いて， 231+ ＝ r  と表せる。 

    このとき， 2 ＝
3

1−r
 であるが，

3

1−r
 は有理数であるから， 2 が無理数であることと 

    矛盾する。よって， 231+ は無理数である。 
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第２章 集合と命題 補充問題 解答 
 

１． 命題： ba +  は無理数 ⇒ a ，b  の少なくとも一方は無理数 

   対偶：a ，b はともに有理数 ⇒ ba +  は有理数 は 真である。 

２． 

（１）m が６で割り切れる ⇒ m が２で割り切れる であるから， 

   m が６で割り切れることは，m が２で割り切れるための (ｃ) 十分条件である。 

（２）m が２で割り切れる    m が素数である 

   m が２で割り切れることはm が素数であるための (ｄ)必要条件でも十分条件でもない。 

第２章 集合と命題 章末問題 解答 
 

１．Ｕ＝{１，２，３，４，５，６，７，８，９}，Ａ∩Ｂ＝{１，９}， BA ＝{６，８}， 

   BA ＝{２，４，７} のとき，  

  Ａ∪Ｂ＝{１，３，５，６，８，９}， BA ＝{３，５} 

  よって，Ａ＝{１，３，５，９}，Ｂ＝{１，６，８，９} 

２．Ｕを実数全体の集合とし，Ｕの部分集合Ａ，Ｂ が 

   Ａ＝








−
3

2
| xx ，Ｂ＝{ x |－１≦ x ≦２} のとき， 

（１）Ａ∩Ｂ＝








−−
3

2
1| xx ≦      （２）Ａ∪Ｂ＝{ x | x ≦２} 

（３） BA ＝ BA ＝{ x | x ＞２} 

３． 

  命題：積 knm は偶数 ⇒ m ，n ， k  の少なくとも１つは偶数  真 

  逆 ：m ，n ， k  の少なくとも１つは偶数 ⇒ 積 knm は偶数  真 

  裏 ：積 knm は奇数 ⇒ m ，n ， k  はすべて奇数       真 

  対偶：m ，n ， k  はすべて奇数 ⇒ 積 knm は奇数       真 

４．m ，n  が自然数のとき，命題「
22 nm +  が偶数ならば， nm+  は偶数である」を証明する。 

証明 対偶 「 nm+  が奇数ならば，
22 nm +  は奇数である」が真であることを証明する。 

    nm+  が奇数ならば，m ， n  のうち１つは偶数で，もう１つは奇数である。 

    このとき，偶数の２乗は偶数，奇数の２乗は奇数であるから，
2m ，

2n  のうち１つは偶数で， 

    もう１つは奇数である。偶数＋奇数 は 奇数であるから，
22 nm +  は奇数である。 

    よって，対偶が真であるから，もとの命題も真である。 

５． 

（１）a ，b  が有理数のとき，命題「 2ba + ＝０ ⇒ a ＝b ＝０」を証明する。 

証明 b ≠０ と仮定すると， 2ba + ＝０ より， 

     2 ＝
b

a
−  となるが，

b

a
−  は有理数であり， 2  が無理数であることと矛盾する。 

     よって，b ＝０  このことから，a ＝ 2b− ＝０ である。 

（２）a ＝２，b ＝－３ 
 


